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「絵というものは、愛すべきもの、美しいものでなければならない」と言い、優しい色彩と穏やかで
明るい空気感から日本人にも好まれ、印象派、ポスト印象派を代表するフランスの画家ピエール＝
オーギュスト・ルノワール（ 。��"���#�# ）
モネが自然を愛し、風景画を中心に描きつづけたのに対し、花や風景画もありますが、ルノワールは
人を愛し、人物画をメインに描きつづけました。

「季語に遊ぶ」では、前々回より西洋美術と俳句の組み合わせを試みています。
第 回の今回は『ラ・グルヌイエール 『ムーラン・ド・ラ・ギャレット 『ぶらんこ 『裸婦』シリ$ 』 』 』
ーズ 『浴女』シリーズなど、柔らかい色づかいによって生の歓びを描いたピエール＝オーギュスト、
・ルノワール。
そんな彼の作品を制作時期順に掲載し、その作品に合う俳句を選んでみました。
お楽しみ下さい。
作品の下に制作時期｜作品詳細｜所在を記載しています。
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ルノワール 歳の作品で、画家とし%&
ての第一歩を記念する興味ある作品
です。
狩猟の女神アルテミス、すなわちデ
ィアナがいま鹿を射ちとめて岩の上
に腰をおろしているところ。
女神はあまり神らしくなく、豊満に

。肥えた若い女として描かれています
この肉体の充満した量感は、 世紀�#
半ば以後に実ってきた写実的な描き
方をルノワールも勉強し、そこから
歩み出しているところを示していま
す。
背景の木立ちや空の感じは先輩のコ
ロ―の自然描写に近く、こういう手
堅い描写の技術をしっかり取り入れ
て、次第に独自の方向に向かって行
きますが、もっとも初期の作品とし
て忘れられない力作です。

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Pierre-Auguste_Renoir_020.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜ナショナル・ギャラリー（ワシントン ）���� ����� ����� 	
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炭太祇(たん たいぎ) ( )��'#�����

＜季語＞照射で三夏

昔、夏に行われていた鹿狩り方法。
鹿は尾根から尾根へ移動する習性があります。
鹿の眼は光に特に反射したことから、暗夜、鹿の通り道に火串（ほ� し）と� ばれるかがり火を� い
て、通� する鹿の眼がその光にくらん� 一� を� って猟� が	 を
 って射� めていました。
�
 時代くらいでほとんど行われなくなりましたが、�� の狩りの� 景として�� をかきたてられる
もので、� 句がことのほか� く� されています。
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https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Auguste_Renoir_-_Pont_Neuf,_Paris_-_Google_Art_Project.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜ナショナル・ギャラリー（ワシントン ）���� ���
 �
�� 	
 ����

� ーヌ� に� かる� リ�� の� として� られるポン・ヌフ� 。
� の上には�� の� をはじめ、!" や日# を$ す%女、&' たち、(" など�) な人々が行き* う
)& が生き生きと描かれていて、+ 時の� リの, 気を感じさせてくれます。
道- は日$ しによって. き、空よりも明るいくらいで、日/ の01 は2 し3 な4 で、印象派の特5 で
ある光の67 を表8 しています。
ルノワールはこの絵を制作するにあたり、ポン・ヌフ� の近くの9 フ: の上の; の0< を= り> り、
? のエドモンは@のデッA ンのために、行き* う人々にB っくりと歩いてもらうようにC ん� そうで
す。

'()*+�,�-./
DE&F (まさおか しき) ( )��&���#'%

＜季語＞初GH （はつがつお）で初夏

IJ のK れにL ってM上してくるN は、 OPQR のS に、 O には紀TS に、そして若U のP 、V$ "
WXS にさしかかり、そのP がY がのり一Z 美味とされています。
初N は�
[\ に]^ され、初物を_ えば`ab 日c 生きできるといってd ってe めました。
また、日本� は日本の道-f のgh となっていて、初代の� はi� 家j によって� けられました。
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k め l を向いたm の� ですが、こ
の作品の特5 は、たっn りと光を
浴びて、その光によって豊かなm
の美しさをo き立たせているとこ
ろにあります。
印象派画家の� くは、光を浴びる
自然の� 景をpq し、これを描く
ことにr 心しました。
ルノワールもs じく自然を描くこ
ともt りませんでしたが、いつか
らとはなく彼は人物にu り、こと

。に女性を描くことが� くなります
そして女性を印象派風のv 光描写
によって明るく、wx に描く、ル
ノワールによって印象派は人物に
もその特y を生かすことになりま
した。
z がc く後ろにたれていますが、
このz が光を浴びて. き {| か、 （
たほほ）から} や~ に光がK れて
います。
その光と• の対€ の中に、m の柔

。• な‚ 感がよく表わされています

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Pierre-Auguste_Renoir_-_Girl_crocheting.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜クラーク美術館���� �
�� ���
 	


4516�789:�;�<�
ƒ„ きくの(いながき きくの) ( )�#'&��#��

＜季語＞…†‡ˆ で三‰

� ーŠ ーや手‹ 、Œフラーなど•Ž• の•‘ を…† で‡ˆ こと。
一時期はやった’“‡ みともども、…† を‡ˆ 光景は” なくなりましたが、それでも• ん– や—人、
˜ しい人のため、™合š や›œ の• ンž などでŸ たすら‡ み  を動かしている女性の¡ にはほの¢ の
とした£ らぎが感じられます。
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ルノワールはピアノを¤ く¥¦ は
§¨ となく描いています。
この作品は€© 的ª い時期のもの
で、印象派時代の中でも初期に«
します。
若い婦人の¬ い•­ や® や手の表
8 に印象¯° 的な技法が• いられ
ています。
ピアノや背景の描き方は特に] し
いものではなく、あくまでも婦人
の•­ が¯± になっています。
ピアノは•­ と対€ して、婦人と
•­ の²³ さを´ き立てるのにµ
立っています。
この作品においてもルノワールは
ま¶ 婦人の­ いの美しさという�
も色彩として· くものを¯± に選
んでいます。

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Pierre-Auguste_Renoir_031.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜シカゴ美術館���� �
 �
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@-�CD�E9F��G��C�HI 
日¸¹º (Ÿ の そうじ» う) ( )�#'���# &

＜季語＞¤ 初（Ÿ き¼め）で½¾

もともとは¿ 楽のÀÁ でのÂ わしで、½¾ に�Ã のところにÄ? たちがÅ まってÆや三味Ç を¤ く
ことをÈ します。

、 、 。8 在ではピアノやÉÊ イオリン ž: ロ ギŠ ーなどを¤ きはじめることが¯K になりつつあります
½しい¾をË え、DO 気1 をÌ でるものとして、すがすがしい季語です。
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https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Pierre-Auguste_Renoir,_Le_Moulin_de_la_Galette.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜オルセー美術館���� �
� ��� 	


� リのにぎやかなÍ モンŒルトルは、 世紀の半ばP はÎ といわ¶ 夜といわ¶Å まってÏ る人々�#
の歓Ð がÑ えませんでした。
それはÀ* の¥ でもあったし、Ò 楽のÓ でもありました。
!"% 女も¼く¼くÏ ましたが、Ô 人もÕ 楽家も画家も作家たちも、つまりあらB るÖ‘ の人々が
Å まってÏ ては× をØ み、語り、Ù うのでした。
なかでもムーラン・ド・ラ・ギャレットは� もÚÛ したÜ り¥ でした。
ルノワールはこの� 景を描いてみたかったのです。
木立ちの下で明るく. く光を浴びてÜ るÝ 女のÞ れは、• 、ß 、4 の色となって、あちこちに
Å まったりà ったりして、豊かな色のá� となっています。
この色の対€ を中心に、� くのÝ 女の語らう® をÅ 合し、組み立てたâã です。
光の67 をä らって色の*å を¯± としたところに、生æの印象派の描風がç られます。

V�V��9GW�X��*8�
è¸éa (たかの すじê う) ( )��#$��#�&

＜季語＞Ü& で初ë

俳句では 「Ü 」といえば「ìÜ 「Ü& 」といえばìÜ りのÜ り& ですが、掲句は作í がîv で、 」、
ç たáï¥ の光景であったようです。
éa がv 遊先でð たìÜ とはñy のòó であるÀ*ô ンスをõ んでいます。
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ルノワールの印象派時代の特色
をよく表わした作品です。
木のö から÷ れてくる光によっ
て、木立ちもø 道も美しい色に
反ù していますが、とりわけそ
こにú う人々の)& が、光のû
れた� よう中でŸ ときわw かな
生気をü びています。
このように光の67 をとらえる
のが印象派の特5 です。
しかし、ここでもルノワールは
ý の画家とþ って自然よりもˆ
しろ人物を¯± としています。
光の67 も彼においては、女性
や&' の上で生きています。

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Auguste_Renoir_-_The_Swing_-_Google_Art_Project.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜オルセー美術館���� �� �
 	


^[]]*_�`ab�c[de
三宅嘯山(みやけ し» うざん) ( )�������'�

＜季語＞ふらここで三春

ふらここはぶらんこのこと。
B さわり、ふらここ、ぶらんこと時代とともに名前が変わってきました。
また、漢語では鞦韆（しê うせん）と� ばれます。
Ž いö はあまりかえりみられませんが、暖かくなるにつれて、&' たちに˜ しまれます。
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¾P からルノワールの制作手法���'
は変ってB きます。
これはイŠ リア旅行でボン• イの壁
画をç た時の感動が原因とされてい
ます。

、� 代壁画のもつwx な色調が•å し
色Ö を減らしはじめ、そのうえルネ
A ンスの作品からも形体をしっかり
つかˆ 事を察� して、従Ï の色調の
融• を本領としてきた手法から移っ
て、´ きしめる方向をたどりはじめ
ます。
これは½ しい試みでしたが、ルノワ
ールの制作体y に合わ¶ 、c 続きし
ませんでした。
�¾ もたたないうちに、ルノワール
はこのような手法から脱してB きま
す。

、���' � ¾～ ¾あたりがその時期で
この作品も^ なり合っている# の前
に立っている人物の描き方にも形�
ó された手法が�”ç られます。

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Pierre-Auguste_Renoir,_The_Umbrellas,_ca._1881-86.jpg
～ 年｜油彩、キャンバス、 × ｜ナショナル・ギャラリー（ロンドン）���� �� ��� ��� 	


igh�j�Gklm�n;�j�G���G 
後藤€ 奈夫(ごとう Ÿ なお) ( )（8 在 才）�#��� �'�

＜季語＞梅雨で仲夏

# や雨# のみでは季語になりません。
# 、雨# の句を作る¥ 合は別の季語と組み合わせます。
梅雨は暦の上では O 日P の入梅の日から約 ヶOö の雨期をいい、揚&�K 域と日本に特有の& �� �
気象8 象です。

「 」 、 （ ） 「 （ ）」梅の実が熟するP なので 梅雨 とよび 黴 かび の発生しやすいP でもあるので 黴雨 ばいう
とも書きます。
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ルノワールが 歳に近づくP か '
ら、裸婦を描くことがいよいよ増
えて、いろいろなポーズを自由に
展開してB きます。
ここでは後ろ向きに座って、いま
水浴びして乱れたz をなおしてい
るところです。
この女性は背中からお尻がとりわ
けふくよかで、円熟した女性の魅
力をとらえています。
この肉体を縁の濃いÚ みの前に置
いて、自然の清½ な色調と女性の
熱っぽい肉感を、Ç を• い¶ ふん
わりとした色調でのびやかに描き
出しています。
それを包ˆ 自然とが微妙な色の関
係を築くことによって一層67 を
あ3 ています。

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Pierre-Auguste_Renoir_-_Baigneuse_se_coiffant.jpg
～ 年｜油彩、キャンバス、 × ｜ナショナル・ギャラリー（ロンドン）���� �� 
��� ���� 	


tuvwx�;y[zGp{^
石原八束(いしはら やつか) ( )�#�#��##�

＜季語＞z 洗ふ（かみあらう）で三夏

一¾中、季節を問わ¶z は洗われますが、夏は汗をかきやすくz が汚れやすいので、ý の季節に
€ べて洗うことが� くなります。
z を洗うという行為にはz の汚れを取る� けではなく、�1 に気1 的なものが含まれます。
z という身体の一0 を洗うのに� ぎないのに、気持ちまですっきりします。
掲句はÝ 性が写実の眼で女性がz を洗う行為を捉えています。
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� リスの審判とはギリシャ神話の挿話でトロイア戦争の発端とされる事件。
ルノワールをはじめ、さまざまな画家が『� リスの審判』というŠ イトルの絵を描いています。
「� も美しい女神に与えられる」といわれたß 金のリンゴをめ� ってユノ、É ィーナス、ミネルÉÊ
の天界での三女神が争い、大神ゼウスがこの三女神の美の判定をトロイアの王&� リスに委ä 、É ィ
ーナスが選ばれ、彼女にß 金のリンゴを渡す¥¦ が描かれています。
ここでも、ルノワールは神話を= りて三女神の美しい肉体を描くのが目的でした。
ý の裸婦を描いた作品では静� しているものがほとんどですが、この作品の特5 は静� しないで、あ
る動作をそれ¼れとっているh です。
中でも中央のÉ ィーナスは{ 足を前にして歩み出そうとしている動的なポーズの裸婦として] しい作
品です。
なお、左上に描かれてß 金のリンゴをÈ$ しているのは神々の使í メルクリウスです。

�  ‚ƒ„-�…�†D�‡ˆ‰; „-��v�Š‹Œ•�ƒŽ•�]�
中村¹ 田Ý (なかˆ ら くさたお) ( )�#'���#�$

＜季語＞林檎で晩ë

「林檎」には旧約聖書のアô ムとイブが蛇にそそのかされて_ べたリンゴ。息& の頭上のリンゴを射
たウィリアム・テルの話。ニュートンが気づいた万有´ 力の木から落ちるリンゴ。グリム童話の「¬
雪姫」の毒リンゴなど、いろいろなイメージがあります。
掲句は昭• ¾ にõ まれ、住ˆ 家さえなく、勤務先の学校の寮の一š を= りて住んでいたころのも%�
のです。
窓からç える真っ4 な空を背に、妻から受けとった林檎から、アô ムとイブを連� し、すでに楽œを
p
 された身である人ö は、愛する妻の$ し出すものなら§ でも_ べるという、愛� 表8 です。
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モネの『ラ・グルヌイエール』

今回取りあ3 る� 後の作品
です。
¾代は ¾ に遡ります��&#
、 、が 印象派の両巨Ã であり

友人であったモネとルノワ
ールの二人がイーゼル（画
� ）を並べて描いた『ラ・
グルヌイエール 。』
舟遊びをしたり、軽い_ 事
を楽しん� りする遊œ地で
あったこの地でモネとルノ
ワールは一夏を� ごし制作
しました。
ラ・グルヌイエールの中央
には「植木鉢：9Œ ン• ー
ル」と愛称された人工の島
があり、この島にÅ う人々
が描かれています。

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Claude_Monet_La_Grenouill%C3%A9re.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜オルセー美術館���� ��� ��� 	


ルノワールの『ラ・グルヌイエール』
モネは� ーヌ� の水¦ に反
射する光や風をどのように
描き出すかに熱中し、ルノ
ワールは¬ いドレスやピン
クのドレスの女性など人物
の描写に^ きを置いていた
のでし» う。
そこからは、s じ印象派で
はありますがモネは風景画
家、ルノワールは人物画家
といえます。
ちなみに「ラ・グルヌイエ
ール」は「蛙の棲み処」と
いう意味です。
俳句では「蛙」をõ ん� 句
を取りあ3 ます。

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Auguste_Renoir_-_La_Grenouill%C3%A8re_-_Google_Art_Project.jpg
年｜油彩、キャンバス、 × ｜スウェーデン国立美術館���� ���� �� 	
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芥� 龍之介(あくたがわ りê うのすけ) ( )��#%��#%�

＜季語＞4 蛙で三夏

4 蛙は木の枝やU の上にとまっているø さな蛙。
そのみ¶ み¶ しい緑を塗りたてのペンキにたとえています。
この句はフランスのø 説家ジュール・ルナール（ ）の『博物誌』にある「4 いとか3 －��&"��#�'
ペンキ塗りたて、ご• 心！」に着� を得た本歌取り手法を• いています。

私もõ んでみました。

F�˜9G�cv™š›–œ•�
¬ 井芳雄

今回は「ピエール＝オーギュスト・ルノワール、その絵画と俳句」をお届けしました。

全体を通じての参考ò 献、出典： 8 代世界美術全Å ルノワール』(Å 英À )( ¾ )『 " �#�'
�$��� $&''"�$'"�

飯田龍太・ƒ 畑汀& ・金& 兜太・沢木欣一監修
『9 ラー版 ½日本大歳時記 愛蔵版』(講談À )
()*+#���"�'&��%�#�%��

『角� 俳句大歳時記 ½¾ 』(角� 学芸出版)
()*+"�'"�&%�'$ �" ,'$#%

『角� 俳句大歳時記 春』(角� 学芸出版)
()*+"�'"�&%�'$��� ,'$#%

『角� 俳句大歳時記 夏』(角� 学芸出版)
()*+"�'"�&%�'$%�- ,'$#%

『角� 俳句大歳時記 ë 』(角� 学芸出版)
()*+#���"�'"�&%�'$$�$ ,'$#%

『角� 俳句大歳時記 ‰』(角� 学芸出版)
()*+"�'"�&%�'$"�& ,'$#%

¬ 井明大・有賀一広
『日本の`a 二候を楽しˆ －旧暦のある暮らし－』(東¿ 出版)
()*+#���"��'#"��'���& ,''�&

参考A イト：フリー百科事典ウィキペディア( ).��������

� 後までお読みいた� きありがとうございました。

(株)技術� 報� ンŠ ー メルŒガ担+ ¬ 井芳雄

本メールŒガジンのご感� や本メールŒガジンへのご意ç ・ご要望等 まで、�������/��	�	

	
�
どしどしお寄せ下さい。

株 �ÁÀ 技術 � 報 � ンŠ ー 〒 大阪市M区紅梅町 南森町共s ビル Ｆ $'�''$� %��� $
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